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	応用
	抗原情報
	背景
	インターフェロン受容体α（IFN-α R1）は、I型ヒトインターフェロン（IFN）ファミリーに属するクラスIIサイトカイン受容体です。IFNは、Jak-STAT経路の活性化を介してIFN刺激遺伝子（ISG）の転写を誘導することにより、抗ウイルス、抗増殖、免疫調節、抗腫瘍、抗寄生虫作用を発揮します。インターフェロンα、IFNB1、IFNW1を含むI型インターフェロンの受容体の構成要素です（PubMed:2153461、PubMed:7665574、PubMed:10049744、PubMed:14532120、PubMed:15337770、PubMed:21854986）。 IFNAR2とヘテロ二量体として機能し、通常はIFNAR2とヘテロ二量体として機能します（PubMed:7665574, PubMed:10049744, PubMed:21854986）。I型インターフェロンとの結合はJAK-STATシグナル伝達カスケードを活性化し、JAK、TYK2、STATタンパク質、そしてIFNRαおよびβサブユニット自体を含む多くのタンパク質のチロシンリン酸化を引き起こします（PubMed:7665574, PubMed:21854986, PubMed:32972995）。単独で活性型IFNB1受容体を形成し、JAK-STAT経路の活性化を伴わないシグナル伝達カスケードを活性化することもできます（類似性による）。
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	SH-SY5Y 細胞溶解物中のインターフェロン受容体アルファ発現のウェスタンブロット分析。

